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勃興時における蒙古人の太陽崇拝と祖先崇拝について

高 原 武 雄

in their Rising Time 

On the Heliolatry and Ancestor Worship of the Mongols 

Tal王eo TAKAHARA 

teng-eム k

勃興時における蒙古人は，族長から庶民にいたるまで殆ど，最高神である騰格理の崇拝を中心とする厚い
scha:cnanlSlLl 

シャマニズムの信者であった.そしてとの吾人の想像を絶する信仰心の広さと深さは，成吉思の蒙古統一の

主要原因のーっとなったのである. (愛知工業大学研究報告第4号， p.261-65，同5号， p.11-16参照)

又これと同様に当時の蒙古人は，厚く祖先を崇拝し，始祖の説話を大切に伝え氏族の伝統を誇りとしたの

であって，乙れはm&'て氏族的団結や復讐の精神となって，蒙古の建国や拡張の動因となったのであるが，本

論では勃興当時 (A.D.115つ-1250)の蒙古人の太陽崇拝と祖先崇拝の姿を，当時の民俗を語る貴重な史料

「元朝秘史」を中心として叙述する (D.p.2-4，J.序論， p.16参照) 51用の文献は便宜上別紙の通り省

略記号を用いる.

I 勃興当時蒙古人の太陽崇拝について

勃興当時の蒙古人の太陽崇拝を窺う史料は少ない.

(a)不児空獄への感謝の祈り

A.D. 1240年に著作せられた「元朝秘史」によると，帖

木真が箆児乞傷に急襲せられ，不~IG'ヂ獄 lと逃がれて危難

をまぬがれた後，彼は不児窄31rkを祭って感謝の祈も与を捧

げたが，その時彼は太陽に向って感謝の辞と子子孫々 ζ

の大恩を忘却せざるととを契ったが，その祭について「

秘史Jは「日を迎へて.• • • • • . • • • .日!cC向ひ〕九7こび脆き

て， 7ift主主祈祷を樺げたり」と那珂博士は訳している.
舌 舌 古

(A巻2，p.83)明訳は「車内明額軽児古........納明也孫
日到着 目九

帖疹葛('f易〉拍 j散出里 幹赤π旦斡克罷 (C巻2，P. 
:i];!脆 有「必措祝与了

512)としている.

(b) Pian de Carpinの旅行記花見える定宗(貴由〕

即位式の記録

K， p.221とは， A. D. 1246年定宗即位式の模様を次の

ように載せている園

'Here 'N巴 remained until th巴 feast 口f Saint 

Bartho1omewC24th August) wh号nthere assemb1ed 

a great mu1titude， and they al! stood with their 

faces turned to the south， some of them a ston釘

throw from others， going ev巴rfarther and farther 

away， making genuflexions towards. the south 

As for us， not knowing whether they were 

maldng inc且どし己tions01" bendleg linees to God or 

wh旦tc13e， 'N巴 -"守口u1dnot mak巴 any g巴nuflexions.

(c) Juv己iniに見える定宗即位式の記録 (F.p.251-

52)玉座にのぼり群臣が彼lこ忠誠をちかつてから‘after

iyhich th巴yVlent out of thε 11旦IIand kneJt thr巴巴

hnes tコ thc sun'. とあるが，これによって， D' 

01183叩，I-I.11りwor~b は次の如く述べている iKuyuk

i¥7ii:h hiョ 0110刊一色了s tTIErl left t11E tent and dfd 
() 0 0 0 

ob引 sancctu the sun.J (P.p.163， 1下巻p.133)

(d) ¥V.Rubてuk:の旅行記とその註![見える Peter， 

Ca:rpinの報告書.

A. D .1253-55年 Mongdに旅行した Rubrukは蒙

古人の慣習について次の如く述べている.

K，p.61 Iとは‘Ifhe were to drin1， seated on a 

horse， he first b巴forehe drinks pours a litt1e on 

the neck or the mane of the horse.' Then when 

the attend旦nthas sprink1ec1 toward the four qua 

rtcrs of th巴 wor1d he goes back into the hOllse，・・J

の註として，Thecustom of making ob1ation towards 

the cardinal Points， the zenith anc1 the nadir， is 

still adhered to by many Mongo1s and Tib巴tans

It is noted by the Russian archbishop Peter 1n 

1245 (Matth. Paris op.cit.， iv，388) ， and Pian de 

Carpine (622)、'"hosays they specially rev巴renced
o 0 0 0 0 

and wershipp巴dthe sun， the moon， fire， watec 



162 高原武雄

and the earth; in the morning especially they 

made these libations."と載せているが， 1245年にチ

ベットに旅行したロシヤの大司教 Peterも 1253-55年

にわたる Carpinの旅行記にも彼等が太陽を崇拝してい

た事実を報告している.

(e) D' ohs3on蒙古史lと見える記録

1824年に出版した I，p.62に縫組人の信仰迷信的慣行

として「日月山川諸元をも崇拝せるが，家屋を出で，南

方l乙向て膝を屈めて太陽を礼拝し，又酒を注ぎて夫砕藷

元lと敬意を表せり.Jと述べているととは，以上の史料

などによったものと思われる.

(f) パンザロフ氏のカザン帝国大学学事録に載せて

いる記録

A.D. 1846年の報告であるが，白鳥康吉訳「シャマニ

ズムの研究J (p.18ーのにおいて， I蒙古人は神に対

するが如く太陽に対して如何なる権力，如何なる感化力

を附していたかは詳かでない.但し太陽が自然界に及ぼ

す力の広大なととは，如何なる時i乙於いても明瞭である

故，すべての民族において太陽は被崇拝物中の高い地位

を占めている.勿論蒙古人も他の民族と同一経路を辿っ

て太陽崇拝に達したのである.但し祈祷文中には一切の

諸神を呼びながら，太陽をも舟をもその中l乙加えていな

いのは不思議である.Jと述べている.

以上挙げた六箇の史料によって，勃興当時の蒙古人が

太陽を崇拝していた事実を知るととも出来るし，パンザ

ロフ氏が指摘しているように，被崇拝物中において高い

地位を占めていたととも認め得られるのである.パンザ

ロフ氏が祈祷文中に他の諸神の名を呼んでいるが，太陽

と月とをその中に加えていないのは不思議であると述べ

Zお孟が，その謎を解く鍵は， 日朝秘史JK.見える

字児只斤氏族「成吉思汗家〉の「光る御子Jの始祖説話

と「不児厳に救われた感謝の祭Jについての記録ではな

かろうかと思うのである.

teogeri 

E 仮説太陽即騰格理である

Bon>;i民m

乙の大胆なる仮説を提起する史料は李児只斤氏族の始
Purqan Temuzin 

祖説話とその解説，不児空j款に救われた帖木真の感謝の

祷り等である，まず李児斤氏族の始祖説話であるが，こ

れを伝えるものは， I元朝秘史J・「集史」・「元史J
. I蒙古源流」・ D'ohsson• Howorth等であるが，最

も古くかっ根本的な史料は「元朝秘史」の伝えるもので

ある.

史料内容はそれぞれ幾分の相違がある.
Borzi応in

(a) I元朝秘史」の伝える李児只斤氏族の始祖説話

(那珂博士訳A巻1，p.12による〉
アランヒ d

「そ乙 lζ阿慌媛なる彼等の母は言へり. I汝等.別勃
グヌタイ プグヌタイ

古前台，不古割合なる二人の子よ.我を「との三人の子

を生めり誰の何の子なるかJと疑ひ合ひて噂し合へり.

汝等の疑ふも是なり.

夜どZ〕品五黄邑るλ，房の天窓の戸口の明魔より入り
(b) 

て，我が腹を摩りて，その光は我が腹の内lと透るなり

き.出づるには，)員月の光にを，黄狗の如く艇ひて出づ

るなりき.軽率に何ぞ言ふ，汝等.ζれにて見れば，明

(d)。
かに彼の(光る人の子〕は，皇天の御子なるぞ.黒き頭

の人lζ比べて何ぞ云ふ，汝等.合木葎合慢(普き君すめ

らぎ合木海竿の複称〉とならば，民草はそとに魔らんぞ

Jと云へり (B，p.6，C，巻1，P. 13乱-b，D，p.8，そ

れぞれ訳意はほとんど同じ). 1.元朝秘史」の原文をあ

げると (0印のと ζ ろのみ〉

苦

ω超 堅 失 員l古温 刷格格延亦荊 ω 納明
da JJ章人 明他 的 自

官 舌苦

撒刺ー因 乞里ー耶児 (d) 騰吉里ー因 可冗(悔〉備由?者
月的 透人光裂 天的 F 有也右

とある.その著作は1240年である.

(b) A. D.1310年 Rashidの著作になる「集史Jで

は， (ロシヤ語訳 M，p.11-14参照) I秘史Jの伝える

と乙ろと相違して，五人の子に教える五本の矢の警によ

る和合の言iIは削除せられているが， I光る人の子の物

語」は殆ど一致している.ととに注意すべきことは，と

の物語について Rashidはイスラム教の唯一神であるア

ラーフ (Allab)の神威を示す奇跡の物語であるとし，
tengeri A 1 ah 

騰格理の代わりにアラーフをあてていることである.イ

スラムを信奉する彼としては当然の乙とであろう.

(c) A.D. 1369-70年宋Fすなどの編纂になる「元史

」は「光る人の子の物語Jをのみ載せているが，乙の光

る人を「化為金色神人」と述べ，五本の矢の警による和

合の訓は載せていない.

(d) A. D. 1662年サナング・チェチェンの著作にな

る「蒙古源流」は所伝最も「元朝秘史」に近く，五本の

矢の警も載せているが， I光る人」とはせず「奇偉なる

ー丈刻とし， I天つ御子Jなりとしている点は「秘史

」と同様である. (Q巻 3，p.32-4参照〉

(e) A.D. 1824年著 D'ohs3onの蒙古史 (I，p.67参

照〉には簡単に光る人の子の物語を載せているが，神の

子であるとは述べていない.

(f) A.D.1876年著 H.Howorthの蒙古史(p，p.37)

には， Rashidの「集史Jによって「光る人の子の物語

」を載せているが，神の子であるとは述べていない.し

かし Howorthはこの物語について次の如く解説して

いる.

'In reference to this legend. it may be remarked 

that it is a repetition of the original story of the 

incarnation of the Buddha Sakiamuni. A simular 

story is told about the birth of Apaokhi， the 
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found巴rof th巴 L iaudynasty， and also of Aishin 

Giyoro， th巴 reput巴d founder of the Manchu 

dynasty， Th己 巴xistenceof Alung Goa is attended 

by 80 many independent witnesS8S， that it may 

perhaps beliv巴d.Rashid tells us th旦t，according 

to the historァ of the hous巴 of Jingis ]'乞h2.ll，

deposited in the imperial treasurγ(the same MS目

巴ls巴wherer巴f号rred to by Ras11id aョ theAltan 

Defte1'， 01' Gold巴nRegist己r)， and acco1'ding to 

the巴videnceof very old men， s11巴 probablylived 

four centu1'ies befor号 histime，…・…・'すなわちと

の物語は，釈迦牟尼の生誕物語以来のくりかえしであっ

て，遼・清両王朝の始祖説話も乙れに類似している.

(感生説話〕王家の宝庫に収められた成吉汗家の物語

Altan Defte1'とか古老の言によって AlungGoa (阿

閑媛)が Rashidの時代から400年前に実在したと述べ

ている.

(g)内藤湖南博士の感生帝説
Bonr;_tgin 

以上空宇児只斤氏族の始祖説話の諸史料を紹介したので

あるが，この説話の由来@本質について最も明快な解明

を行なったものは内藤博士である.博士は「東北亜細亜

諸国の感生干II説において次の如くのべている. (内藤湖

南全集第8巻， p.182-88による〉

東北亜細亜諸国，即ち東部蒙古より以東の各民族は，

朝鮮・日本へかけて一つの共通せる開国伝説をもってい

る.すなわち太陽若しくは何か或物の霊気に感じて，処

女が子を生み，それが国の元祖となったという説であっ

て，博士はこれを感生帝説と総称し，蒙古の始祖説も扶

除。高句麗・新羅@百済の開国説話と系統を同じくする

感生帝説話のうち太陽説話に属するものであると指摘し

ておられることは，まことに卓れた解説である.同，

p.186 vこは， I此の伝説は東方亜細!lJi_vc於いて，余程後

世まで存在して居ったので，蒙古の伝説にも之が明に現

はれて居る.即ち…一中略(蒙古の始祖説話)・・

此の蒙古程族の最初の屑住地l士，やはり前の豪離即ちダ

フーJレlと近い黒竜江の上流，興安嶺を中断して流れてい

る地方であるから，此の伝説はただに豪邸f以南の国に存

するのみならずして， 索開f0、北の閏lともあると云ふ引が

分明する.Jと叙べている.
te六geri

(11)最高伸一勝格王室の崇拝
Shamanism_ 

勃興当時の蒙古人は，厚いシャマニズムの信者であっ
舌

たが，その信仰の中心は騰格fA崇拝である. I元朝秘史
teDlZeri 

Jの伝えるところによれば，当時蒙古人はとの騰格理と

いう語を少なくとも二様の意味に用いていたのである.

すなわち神格者としての天を指すものであるが，一方そ
kolwso3 

の11巻， p.465(C悶々捌忠が拙赤を訓める言葉の中l乙「

hodutai ten geri舌

星ある天は廻りでありき.J明訳は「部都合騰格理
星有的 天

お児赤周不列額、J (C巻11，p.24a)の語が見えている
悲ム F干 旬来

ので，蒼天の意味にも用いていたのである.又「元朝秘
degere tengeri D"1unke tengcri 

史」には迭額列騰格理，蒙格騰格理の語も多数見えてい
degere 吉田unke

るが，これは迭額列も蒙格も単に「上なる」とか「永

遠の」とか「長生の」とかいう意味で，騰格理の修飾語

にすぎなかったと思われる (N，p.162-3参照〕

(i) 仮説太陽は騰格理である.

以上 8ケの史料を綜合して考えるとき次の結論を出す

ことができる.

Bm'zigin 

(1)李児只斤氏族の始祖説話は 「元朝夜、史Jvと見え

るものが年代的vC最も古くかっ根本的であること.

(2) そして此の物語の解説は内藤|専士の「感生帝説

Jをもって結論とすべき ζ と.

(3) 従って内藤博士の太陽説話によって「元朝夜、史
Borzig'in 

Jの宇児只斤氏族「光る人の子」の始祖説話を解説すれ

ば， I光る黄色の人」 超堅失東IJ 古泊ーは「太陽の

精である光の化身」という乙とに解すべきであり，その

光る黄色の人の子が「皇子の御子なるぞJニ騰古里一因
天的

可冗C[';j備由者Lとは， I太陽の精」すなわち騰格理，換
ゴ 者也守

言すれば村1霊としての太陽はすなわち蒙古人の最高の信
t守口氏en

仰対象である騰格理である.という大胆ではあるが，仮

説が成立するのである.

註，赫々として蒼天に輝く太陽は「元朝秘史」による

と， C，l，p.13:l Vζ納羽~nal'an- と表現している.

(j)仮説への補証

この仮説を補証するものは， Ip占木真が主主児乞備の難を

不児宅j款に救けられた感謝の祭である. 1， (a に示し

た通り「日を迎へて・・……日に〔向ひ〕九たび脆きて，

祈荷を棒げたり.J (A巻2，p.83) とあるのは，
ワ u工買九n

不児窄減の方lこ向って感謝の祈を樺げるのが当然のよう
ロaran

lζ思えるが，太陽に向って太陽一的関ーに感謝している
ten只en

のは，最高神である騰格理への感謝と，子々孫々との大

恩を忘れませんという感謝の誓約でもあったのである.

(註， A巻2，p.83I不児平の御獄を朝ごとに祭れ，日ご

とに荷れ.我が子孫の子孫覚え悟れ.J )従ってこの祭
tengeri 

りより察せられる乙とは，太陽すなわち騰格理であった

と解するととが妥当ではなかろうか.

(k)謎への解明

パンザロブ氏が I祈穏文中には一切の諸神の名を呼

びながら，太陽をも月をもその中vC加えていないのは不

思議である」と述べているのは，勃興当時の蒙古人が最
tengeri 

高の神として崇拝した「蒼天の神霊」ー騰格理ーは，赫
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々と蒼天lと輝く太陽一的問ーと，陥々と夜の大空をわた
Sara 

る月一撒刺 に，その神霊の鎮まりますところ，その光

の中にその象徴を認めていたのではなかろうかと推量す

るのである.

E 勃興当時の蒙古人の祖先崇拝

勃興当時の蒙古人の祖先崇拝を物語る史料は太陽崇拝

lζ関するものと同様に少ない.しかしその乏しい史料か

ら出来るだけ正確にその姿を明らかにしたい.

(a)蒙古の始祖説話

蒙古人は三種の始祖説話をもっていた.そのト)つは蒼
borte c i n o γ0'''<'11 可 araI

い1良一宇児帖赤那ーと惨白い牝鹿ー百五挨馬吻j軌 を始祖

とする所謂狼15交配説話であって「元朝秘史」の伝える
Alan 

ものである.その同は阿日'11支が夫なくして「光の精」を
T~odO[)CClr 

みもどって成吉思の遠祖苧端察児を生んだとする「光る

人の子」の感生帝説話ーであって， r元朝秘史J• 1"元史

」・「集史J~乙載せられている圃その国は蒙古人の祖先

が他民族の圧迫をエルグネ・ホン山中に避けたが，人口

の増加のため，この洞窟を b十のフイゴで爆発して広い

土地に出るととができたとする鍛治の説話であって，イ

スラームの史料「集史Jが伝えるものである (E，P. 

19~20参照〕この(ー)と国は蒙古人全体の始祖説話であ
れのrZlg!J1

る.その同は字児只斤氏の始祖説話である.

(b)以上あげた三磁の始祖説話のほかに， それぞれ
o 0 0 0 

の氏族の由来を語る伝説をもっていた. 1"元朝秘史」は
Kodonei. r cingis 

「光る人の子」字端察児を祖とする成吉思守家の聖なる
dorben Baγ';.1'1'1]1 

物語であるが，又その中には，策児辺姓とか ~rr可明仰と
znd 

か木札Li衿与与?今'11欄闘ゲ州l等々二ト数氏族のl血畠来を語る物語が載せら

れている.今一ニの例を挙げると次のようである. 1"その
、ラ ヲミナ ポ!ン乎ヤル [コロ主 コウ アダν ビ r

平める婦人は，字立fij察'¥1[¥のI!litK来て子生めり.他人

(設内トイノレケン ヂヤヂ山ナ

語札傷亦児堅)の子なりとて本L只嚇と名づげたり.

(札只|時1]37は，札主t，:IWsiともいう.あだしの蒙語なるキ1

J揚の尾を変じたるにて，あだしきの意なり.蒙古源流lζ
ワヂノレ~.イ 手ヤヂライ ヂタ.号ン ト r，')寸」

は斡済爾台元史世系表挿只来. )本L住欄の遠祖とその
ナ

(人〉は為れり. (A巻l，p.20) 1"ハチンの子にナヤ
ノヤムノ

キタインという名のものがあった.役人ぶる癖があった

ために，ノヤキン姓となった.ハチグの子にパララ夕、、イ

という名のものがあった，大きな図障で大食ひであっ

た.これはパノレラス姓となった. (B，p.J_4 A巻l，p.24

~Cは同意訳〕という風である.註原典である「元朝秘史

J (C巻l，p.27a-27b)は次の通りである.
中 Q:tcin i¥ojagidai 舌

「合巨一前 可温 所伺育三炉 提列台 不列額
(人L名 的 づ 八円 名手1J的伝来

fIj Kojakin oboγ 

那賠失(黒) 河不里禿禿刺那牙勤斡李(黒)
装官人 性児有的 J:l通 航名l 姓(有的)

武 雄

tan 中 Qnciγu

壇 宇魯倣罷 合赤冗ー因
毎了 )名的

担名百ヂ字リ有禿的 不有列米額 也大客

Bal'ulas 
舌古

Barulatai 
舌

可温 把l)l!魯，J、刺名合
一」ι 

身別子額有的禿 亦茶迭間額行控

把魯(黒〉 不列額把魯刺思斡字(黒〕壇字:魯
猛的 有米 臣t名!毎性(有的J毎 敵

罷J Rashid ばζ のことについて次のように語って
了

いる.

「これらの部族は数が多いにもかかわらず，それぞ、

れの起源についてよく知っているが，これはモンコツレ族

がアラビヤ人と同じく，その家系の記憶を伝えることに

注意し，宗教教義の初歩を数えるのと同じように，子供

に習得させるからである.J (S巻l，p.23)， (1上巻，
Temuzin Qnn.sr 

p.67-8参照)しかし「元朝秘史」では，枯木真.合撒児
Begterη0gt>}un 

が，異母兄別克帖児を射殺したとき母詞額命が子供達を
フノレコ 1ハ オキナ

厳しく叱ったとき「その子どもを旧き辞を尋ね，翁等の

辞を引き，甚く憂えたり圃 J (A巻2，p.56) と結んで

いるととろと併せて考えると， Rashidが語っているよ

うに家系の記憶を伝えることに注意すると共に r元朝

秘史がその悌を伝えているように，古老の言葉は勿論そ

れぞれの氏族の辛苦に充ちた物語を赤裸々に語り継いだ

のであろう.何れの民族もその開国の物語をもたないも

のはない.が (a) (b)の史料から窺いうるものは，当

時の蒙古人が共同の始祖説話のみならずそれぞれの部・

氏族においても，祖先の由来や苦労の物語を世代から世

代にうけつぎ，祖先の苦心を忘れず父祖の思恵に報いよ

うと努めたことが偲ばれるのである.ζ の間の消息を物

語るものが Rashidの「集史」に見える除夜の感謝祭の

記事である. 1"チンギス・カンの後育であるモンコ勺レ朝

の帝王たちはこの事件を追憶して祭典を行なった.すな

わち，新年の前夜1C，鍛治屋達は皇帝の面前で灼熱した

鉄を鍛え，一同は厳粛に上帝に感謝するのである.

(S第2章， p.19による， 1第2章 p.65参照)註(この事

件とは七十箇のふいどで火勢をあおり鉱坑を熔解させ

て，通路を開いたという鍛治の始祖説話中の苦心をさ

す. ) 
zugeli 

(c)主格繋(祭天魔)の祭J巴
zu民弓H_

「元朝秘史J~Cよれば，主格裂は族長の天幕の近くに

設けられた祖先の霊を祭る聖域であったと目、われる.其

処はに祖先の血をひくものおよび血縁のものの配偶者で

なければここに出入はできなかった. (註1参照〉 又こ
中 γaZ'1ru青 incru 舌

こで行なわれた祭は合札魯 亦担魯(註2参照)と呼
ヒモロギ

ばれ，祖先の霊を祭り祭壇lと供えた昨を祭典の後l乙氏

族のもの達が食事する慣習であった. (註3参照〉乙の

ようにして当時の蒙古人達は共同の祖先の霊を祭り，祖
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霊lζ感謝したのである.

註1， i沼l切siは前に主格否定(明本芳訳以竿懸肉祭天慮

) ，と入りたりき(明訳，字端察児在時1守他倣児祭lE時同

祭m有来〉手端察児無くなれる後，その沼IPiU37を「家に

は常に阿12fT江口氏合37(即ち前の阿 JL;;i合冗11民合姓)の人

住めり.彼のなるぞJとて祭天所より出して，沼明亦陽

姓となして， N~il砂川f協の遠祖とその(人〕は為れり.

(A巻l，p.22-23)

註 2iその春， (，企巴校合竿の合禿慢斡児伯・渉合台二女

は租の霊を地lと祭り(明芳訳地裏;焼飯祭紀) ，といでたる

時.J (A巻2，p.47) i焼飯以為祭」と「元史」七十七
巾百 舌

国俗I日fl[中にあり.合本[魯亦中[魯と (C巻2，p.h{ζ見
士以民 焼師祭把

えている.

註 3 i河額命]L真往きて，後れ到りてi漏らされて， ，可

額命冗真は斡児{l'r・1y合台二女に言へらく「也速該巴阿

禿児を死にたりと云いて，我が子どもを，大きくならざ

るに依り，御祖の〔御前の〕斑列より除れる供物より
ヒモロギ

昨より何ぞ脱れさせたる.汝等.見ると，食ふことを

勧めざるに起つこととなれり，汝等」と云ひき. (A巻

2，p_4'7-8による.C巻2，p.h-2a参照)

(d)総巴赤来て言はく

「ij硲児赤来て言はく・……・・我等〔の祖〕は札木合〔の

祖〕と腹一つの胞袋一つの者なりき，我等.札木合より

離れざるものなりき，我等.J (A巻 3，p.ll1による，

B，p.75， C巻3，p.3h参照)祖先を同じくする者が離れ

得ざるものであるという心は，当時の蒙古人の氏族的精

神を窺う史料である.

(e) 前の日より塔i菩児の民は

「前の日より塔搭児の民は，御祖なる3とを失ひたる儲あ

る民なりき.今乙の機会lこ力合はせん，我等J (A巻

4. p.130による， B，p.91-2参照訳意向じからず， ) 
舌舌 ebugr>-s ecigesi 

iJる塔児亦児堅額不 格 思 額 赤 格 昔 巴刺~\l撒傷
極名 目姓 組宗 砲 1伝)行 了了的 Uij:1

舌

斡矢田亦児堅不列額 (C巻4，p.lh-12a) この成
国有的 ( 缶 ) 斤 牲 旬来

吉思の言葉は，父祖を殺した塔塔児部への燃える復讐の

心をよく表現している.日郎、祖先崇拝の心が読みとら

れる.

(f)アノレタン，クチヤノレlζ言い遣る言葉

「お前等二人は健を棄てて，一 眼のあたり棄てよう.

と言ったのか.それとも敵対して棄てようと云ったの

か.クチヤルよ，お前はネクン@タイシの子ゆえに我々

の中からーお前がハンとなれーと言ったのだが，ならな

かったのだ.アノレタンよ 1 お前の父のクトラ・ハンが

モンコソレの民を支配せられたので iお前がハンとなれ

とJと言ったのだが，なろうともしなかったのだ.先輩

lこ，パノレタン・パガトノレの資の，サチャとタイチュの二

人主主居ったが「お前がハンとなれJと言ったが，なろう

としなかった.それで「お前がハンとなれJとみんなに

言はれて，やむなくハンとなり支配して来たのだ.…一

…ハン推戴の辞あり-・・・・三河(オノン@ケノレレン a ト

ウラ三河)の源には誰にも駐営させるな!J (B，p.156 

-5'7による， A巻6，p.233-4C巻6，p.35a-37a参照)ζ
力ラカルジト

の言葉は王汗に急襲せられ合刺合勃只慢の戦に敗れた成

吉思汗が，同じ氏族のアルタン、クチヤノレにその背信を

責むる悲痛な叫であ~.親征録には「三河之j原，我祖実

興.母令他人居之」と記している.氏族を愛し祖先を崇

拝する真情があふれでいる.

(g)也遂合敦の建議

「也遂の言は，善きよりも善し.........我も先祖〔の

大業〕を承継がざるに(承継ぐべき人を定めざるに)忘

れて居りき.死ぬととを得られざるに睡りて居りき」

(A巻11，p.463による， B， p.2o6参照)

この成吉思の語は，彼が征西の役lと旅立つにあたり也

遂合敦がi耐子冊立の建議を行なった時のものであるが，

嗣子選定にあたって先主による後継者の名ざしが行なわ

れていたことを示す史;:f'"であると共に，先祖の大芸誌を承

継ぐことがどれほど重大視せられていたかを示す史料で

もある.

(11)我が第 1の事業は

「皇考の大位に坐て，皇考の後iこ勤みたることは，我

が札忽J防(明'Jj訳金人毎)の民の}起に出征して札♂惜の

民を平げたり，我.J (A巻12，p. 661による.Bp， .310 
iD z. 巾中

〉明訳は「額ヂ格令書問F雫約三児聖書周合守

額赤格ー因 1;首亦i内 (委〕亦列部克先・…・…目J (C続築
て的 iJt '"了的

巻、2，p.54b-55心

太宗の四功四過の第 1の功業は，父の後を継いで，金

人を征討して磯滅したことである.

と述べ父宅且の意志を継ぐととを功業第1としている.

( i )袋お勅認の殺害

「我が皇考の正主の前に働ける采諭執包を害したるは

過てる非違. (今我が前lこ誰かしか働きてくれん. )… 

...J (A巻 12，p.664による， B， p.311参照)
巾

空額赤1各ー因 米言内図速ー安額六担斡僅木列古
~l""i1 主 的 花 的 iEニL同的 rI MlJ 111J 前自

E 
Z良k'ti劫 忽ー宜客格速列古不魯]L，…・・ ..J (C続集

人名 付 ι 寺町 ィ、，~

巻2，P.50bー57丘〉袋裕助法は何によって殺されたのか

わからないが，父の馬前で働いた功臣の殺害を非違とし

て太宗があげていることは，亡父を尊崇した証左であろ

っ.
以上9箇の史半iによって勃興当時の蒙古人の祖先に対

する観念がどのようであったかを述べたのである.例証

の数は多くなかったが，彼等の篤い祖先崇拝心，厚い氏

族意識を窺うに十分であろう.
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むすび

乙の報告は， 1勃興当時の家古人の太陽崇拝， II仮説

太陽即騰格理， m蒙古人の祖先崇拝の三項よりなってい

るが，第 1項では之しい史料ではあるが，勃興当時蒙古人

が太陽を崇拝していた事:実を立証した.第E項において

は，李児只斤氏の始祖説話である「光る人の子の物語」

を伝える諸史料のうち，最も根本的な史料が「元朝秘史

」の伝えるものである乙と B この史料の由来を解明する

ものとして内藤博士の l!tL~生帝説」が信頼すべき結論で

あることをあげ，この両者の組み合わせによってこの伝

説に見える「光」は太陽の光であり，従ってこの光によ

って生れた子は騰格理の子であるという説話ーから大胆な

仮説「太陽即騰格理」を提起し，パンザロフ氏の謎の解

明ICつとめた.そしてζれを袖証するものとして，不児

牢の祭lζ関する史料をあげた.第皿の夢、においては，勃

興当時の蒙古人の祖先崇拝の観念を窺う史料をあげ，篤

い祖先崇拝の心について叙べた.ここに注意すべきこと

は，空児只斤氏族の「光る人の子の物語」に見える「騰

格理の子孫」である思想は，ただ伝説として信ぜられ語

り継がれていたのであって， I元朝秘史」の作られた

1240年の頃には， Ii兄吉思は神の子であるという思忽は見

つけることができない.

兎も角あつい祖先崇拝の観念と強い氏族意識は，家古

勃興の動因となったのである.成吉足、が阿紡壇と怠l察児

lζ申し遣った言葉をもってむすびとする. I三河の源

lま，誰にも勿 F営せしめそ」。
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